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     令和３年度医事未収金回収業務委託に関する委託事業者 
選考審査基準 

 

１ 趣旨 

   令和３年度医事未収金回収業務委託を実施する事業者を選考するにあたり、市立病院

職員で構成する医事未収金回収業務委託事業者選考審査委員会（以下「審査委員会」と

いう。）を設置し、最も優れた提案者を優先交渉権者として選出するため必要な事項を

定める。             

 

２ 提案書及び見積書 

  市立病院は、別に定める作成要領に基づく提案書及び見積書を選考対象業者に期日を

定め提出を求める。 

 

３  審査委員会 

（１）審査委員会の委員構成は、次のとおりする。 

    経営統括部部長 

  経営統括部次長 

経営統括部課長（総務担当） 

経営統括部課長（人事担当）  

経営統括部課長（管理担当）         （５名） 

（２）審査委員会は、経営統括部長が主宰する。 

（３）審査委員会の庶務は、経営統括部医事経営担当で行う。 

 

４ 審査委員会の役割 

（１）審査委員会は、選考対象事業者から提出のあった提案書及び見積書に基づく書面審

査及び口頭審査を実施し、最も優れた提案者を優先交渉権者とし、次順位の提案者を

次点者として選出する。 

（２）評価は、未収金回収率の向上、業務遂行の確実性の観点から行う。 

 

５  選考対象事業者 

選考対象事業者は、応募のあった者の内、以下の条件をすべて満たす者とする。 
（１） 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

（２） 弁護士法第４条に規定する弁護士、同法第３０条の２に規定する弁護士法人で 

  あること。 

（３） 令和２年１０月１日現在、過去３ヵ年において、２年以上、医療機関での医事未 
収金回収事務の実績を有すること。 

（４） 宝塚市暴力団の排除の推進に関する条例（平成２４年条例第６号。以下「暴力団排 
除条例」という。）第２条第３号に該当しないこと。 

 

６ 選考における配点割合 

書面審査   ３５％  ２１０点 

    成功報酬料率 ３０％  １８０点 

    口頭審査   ３５％  ２１０点 

    合 計   １００％  ６００点 
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７ 成功報酬料率の評点 

各事業者の評点＝１８０点×最低成功報酬料率／各事業者の成功報酬料率 

          （小数点未満は四捨五入とします。） 

８  書面審査の評点 

第一次評点は、提案書の書面について審査員で集約します。 

原点数は、提案内容に具体性があるか、考え方がより整理されているか等の観点か  

ら、各項目について１位を３点、２位を２点、３位を１点、４位以下は０点として採

点します。 

     同順位の場合は同得点とし、次順位者は同順位者数を減じた順位とします。 

 

 項目 審査基準 

１ 業務実施方針 
・市立病院の信頼性に配慮した取組み 

・医療費の性質を理解した上での取組み 

２ 組織・実施体制 
・ 業務を遂行できる組織体制や管理責任体制 

・ 業務従事者の経験、資格等 

３ 業務実施方法 

・催促方法、回数等 

・診療債権の回収方法 

・ 業務実績の報告、回収金の精算報告 

・ 居所不明者等に係る住所・連絡先等の調査方法 

・ 滞納者からの分納、公的支援等の相談業務の対応方法 

・ 法的措置への対応方法 

４ 事業実績 ・ 病院での医事未収金回収業務実績 

５ 個人情報保護 
・ 個人情報保護に対する考え方、体制 

・ 契約終了時の個人情報の返還、抹消方法 

６ 当院に対する提案 ・当院にとっての有効性 

 

９ 口頭発表の評点 

口頭発表では、業務遂行能力を主眼にし債権回収業務知識についても評価します。 

 

１０ 優先交渉権者の決定 

  書面審査、見積額、口頭発表の得点を合計し、最も高得点のものを優先交渉権者とし

ます。 次に高得点の者を次点交渉権者とします。１位得点者のものが複数あるときは、

書面審査、口頭発表の得点合計が最も高得点のものを優先交渉権者とします。書面審査、

口頭発表の得点合計がなお同得点であれば、口頭発表の１位得点者を優先交渉権者とし

ます。    
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１１ 応募者が１者のみの場合の取り扱い 

  書面審査をするが、 優れている（３点）、普通（２点）、劣っている（１点） 

 非常に劣っている（０） とし、採点する。 

  口頭発表においても、優れている（３点）、普通（２点）、劣っている（１点） 

 非常に劣っている（０） とし、採点する。 

  得点を集計して、全体の６割以上の得点を得ておれば、優先交渉権者とする。 

１２ 応募者が２者のみの場合の取り扱い 

  書面審査では、２者の内、優れている者を１位、そうでない者を２位として採点す

る。 口頭発表においても同様とする。 

    


